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小学校６年生　ピア･サポート･プログラム　
指導計画　(2012年度発行 第3版)　
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小学校６年生の授業でめざす児童像
◎自分の言葉や声や体を使って周りの人へ自分の意見・意思が伝えられる。
◎自分の主張だけではなく、相手の主張も聞くことができる。
◎自分の発言に責任を持ち、相手に対する思いやりを表わすことができる。
中学校１年生へはどうつながっていくか
◎中学生になると、周囲との関係づくりを直接取り上げるというより、自分の思考や行動を理解して統制することによって、人間関係を調整できるようになることを目指します。
◎中学1年生のテーマは「クリティカル・シンキング（物事をいろいろな角度から考え、分析できるようになること）」です。その冒頭では6年生で登場する「ライオン・キツネ・ヤギ・フクロウ」のキャラクターが活躍します。小学校から中学校へのつなぎとして重要なキャラクターになっていることを知っておいて下さい。
小学校６年生の授業
テーマ　　コミュニケーション３
単元目標　問題にみんなでじっくり取り組めるようになろう！
実施時期　第1～4セッションまで、同学期に実施(授業間隔は2～3週間程度。例　①5,②5,③6,④6月など)。
留意点　　①小学校6年生には予告授業があります。10～15分程度を用いて、ピアの授業の前日か当日の朝までに行って下さい。指導案はありません。
　　　　　
②小学校1年生からの総まとめの学年です。各学年で出てきた様々なキーワードが時折、登場します。他学年の指導計画を参照してから授業を行うと、より深みが出てよいでしょう。もちろん、それまでの学習の積みあげが十分でないにしても、楽しく学べる構成になっています。中学校への引き継ぎの学年でもあるため、是非、積極的に行いましょう。
③最終セッションでは、ピア・サポートという人間関係は決して一方通行でなく、双方向であるというメッセージを伝えましょう。
　　　　　
展開
	時数
	●テーマ
○目標
	ねらい
	授業概要

	予告
	○ピア・サポートの意味、２つの大切なことを確認する。
○６年生の学習テーマ「コミュニケーション」、目標「上手な自己主張ができるようになろう！」であることを知る。
○「上手な自己主張」とは自分の発言に対する責任を持ち、相手に対する思いやりを持つことであることを知る。

	１
	●自己主張って
何？
○４種類の
　自己主張パターン
　　を知ろう！
	１．ピア･サポートの意味と６年生の授業で学習することを確認させる。
２．自己主張の仕方には大きく分けて、４つのパターンがあることを知らせ、その特徴をつかみ、違いがわかるようにさせる。
	・自己主張には４つのパターンがあることを知る。また、そのパターンの特徴を捉える。
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・自分はどの主張パターンをとりやすいか考えてみる。

	２
	●言葉が大事！
○上手な自己主張の
言葉を知ろう！
	１．上手な自己主張をするためには、３つの柱(「言葉」「声」「体」)に注意することが必要であることを理解させる。
２．上手な自己主張の「言葉」(①自分の主張の結論を言う。②結論の理由を言う。③相手にも意見を聞く。)を理解させる。
３．上手な自己主張の「言葉」を練習させる。
	・上手な自己主張の３本柱の中から、「言葉」の３ステップを教える。
・ある場面を例にして、「言葉」を考える経験をする。

	３
	●言い方は
もっと大事！
○声と体の使い方
に気をつけて、　　　
自己主張を
練習しよう！
　　

	１．上手な自己主張の「声」(ちょうどよい声の大きさ、速さで言う。)、「体」(①顔と体を相手に向ける。②話の内容に合わせた表情をする。)を理解させる。
２．上手な自己主張を練習させる。
	・同じ言葉でも言い方によって違いが　あることに気づく。
・「声」と「体」のコツを知る。
・考えた「言葉」を「声」と「体」に注意して自己主張してみる。

	４
	●めざせ！
本物の
自己主張上手○相手の主張も
きちんと聞こう！
	１．おたがいに上手な自己主張を完成させるために、人と主張し合うときには、どんな意見でもまずは受け止めてみることが必要であることを学ばせる。
２．小集団(３人グループ)において、上手な自己主張の練習をさせる。
	・「自己主張される側（聞く側）」の行動に視点を変える。
・相手の主張をどのように聞くのが　　よいか、ポイントと、そのコツを知る。
・小グループで、自己主張をしたり、　　聞いたりしてみる。


